
　

第２７４号 令和６年８月１日

6 月 定 例 会

◆令和６年度直方市一般会計補正予算を可決

◆直方市プロポーザル評価委員会条例を制定

主な内容

　P.2　 提出議案とその結果　

　P.3　 賛否の分かれた議案、質疑

　P.4　 委員会の審査　

   P.6　 一般質問　

   P.12  会派紹介、水仙

△直方市議会ホームページ
　はこちらを C H E C KC H E C K

直方市議会

△「直方市議会」で検索

市議会情報

議案第 47 号

直方市一般会計補正予算（第 1 号）より

（仮称）直方市保健福祉センターの建設について　（仮称）直方市保健福祉センターの建設について　
※令和6年7月3日現在※令和6年7月3日現在

全体完成イメージ全体完成イメージ



６月定例会に提出された議案等とその結果

２
のおがた議会だより

  条例

議案第 32 号 専決処分事項の承認について（直方市税条例の一部を改正する条例） 承　　認

議案第 33 号 専決処分事項の承認について（直方市国民健康保険税賦課徴収条例の一部を改正す
る条例） 承　　認

議案第 36 号 直方市プロポーザル評価委員会条例の制定について 原案可決

議案第 37 号 直方市税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 38 号 直方市附属機関設置条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 39 号 直方市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一
部を改正する条例について 原案可決

議案第 40 号 直方市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例
について 原案可決

議案第 41 号 直方市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正す
る条例について 原案可決

議案第 42 号 直方市営住宅条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 43 号 直方市下水道条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 44 号 直方市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

 予算

議案第 34 号 専決処分事項の承認について（令和５年度直方市一般会計補正予算（第９号）） 承　　認

議案第 35 号 専決処分事項の承認について（令和５年度直方市下水道事業会計補正予算（第５号）） 承　　認

議案第 47 号 令和６年度直方市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 48 号 令和６年度直方市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 49 号 令和６年度直方市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

 その他

議案第 45 号 財産の処分について 原案可決

議案第 46 号 市道路線の認定について 原案可決

議案第 50 号 工事変更請負契約の締結について（上老良・我孫子線道路改良工事） 原案可決

 報告

報告第２号 専決処分事項の報告について（市営住宅家賃等滞納に係る民事調停） 報　　告

報告第３号 専決処分事項の報告について（市営住宅家賃滞納に係る民事調停） 報　　告

報告第４号 継続費繰越計算書について（直方市一般会計） 報　　告

報告第５号 繰越明許費繰越計算書について（直方市一般会計） 報　　告

報告第６号 予算繰越計算書について（直方市水道事業会計） 報　　告

報告第７号 継続費繰越計算書について（直方市下水道事業会計） 報　　告

報告第８号 予算繰越計算書について（直方市下水道事業会計） 報　　告



会 派 名 公　明　党 正　誠　会 市民クラブ ふ　た　ば 日本共産党 プラタナス 令和会 れ　い　め　い
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岡

松

誠

二

篠

原

正

之

野

下

昭

宣

澄

田

和

昭

中

西

省

三

草
野
知
一
郎

那

須

和

也

渡

辺

和

幸

髙

宮　

 

誠

村

田

明

子

矢
野
富
士
雄

松

田　

 

曻

渡

辺

幸

一

渡

辺

克

也

森

本

裕

次

安

永

浩

之

田

代

文

也

第 33 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 47 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○：賛成、×：反対、欠：欠席、棄：棄権、除：除斥

－：議長には賛成・反対の意思表示をする表決権がありませんが、賛成・反対が同数になった場合、可否を決める裁決権があります。

※その他の結果については、全会一致で賛成となっています。

賛否の分かれた議案

質 疑

３
のおがた議会だより

議案番号 議案名 発言者 質疑項目

第 33 号
専決処分事項の承認について（直方市国
民健康保険税賦課徴収条例の一部を改正
する条例）

渡辺 和幸 賦課限度額の引き上げの根拠法について　ほか

第 36 号 直方市プロポーザル評価委員会条例の制
定について 那須 和也 条例制定のメリットについて　ほか

第 37 号 直方市税条例の一部を改正する条例につ
いて 那須 和也 わがまち特例について

第 41 号
直方市放課後児童健全育成事業の設備及
び運営の基準に関する条例の一部を改正
する条例について

渡辺 和幸 学童クラブの現状と課題について　ほか

第 47 号 令和６年度直方市一般会計補正予算（第
１号）

那須 和也

【歳出】２款１項 15 目 12 節　電算システム改修委託
料　ほか

【第２表】継続費補正　保健福祉センター整備事業

渡辺 和幸 【歳出】３款１項１目 12 節　価格高騰重点支援給付
金支給業務委託料　ほか

安永 浩之 【歳出】７款１項２目 12 節　工業団地適地調査業務
委託料

草野 知一郎【歳出】７款１項３目 18 節　観光物産振興協会負担
金　ほか

　６月定例会で質疑が行われた議案については次のとおりです。質疑とは、本会議の議事手続に

おいて討論や表決に入る前に、当該案件について口頭で提案者に対して説明や所見を求め疑問点

を尋ねることです。



4
のおがた議会だより

に
つ
い
て
所
管
か
ら
の
内
容
を

審
議
す
る
会
議
が
あ
り
、
そ
こ

で
し
っ
か
り
議
論
し
た
上
で
、

判
断
を
行
っ
て
い
る
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
か
ら
は
、
あ
く
ま
で

も
事
業
者
を
選
定
す
る
た
め
の

委
員
会
で
あ
り
、
事
実
上
の
随

意
契
約
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え

て
、
厳
正
か
つ
公
正
に
選
定
す

る
認
識
を
持
っ
て
臨
み
つ
つ
、

各
所
管
に
お
い
て
も
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

き
ち
ん
と
記
録
に
残
す
な
ど
行

政
と
し
て
最
低
限
実
施
す
る
よ

う
に
要
望
し
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
直
方
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
う
ち

所
管
分
に
つ
い
て

　
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

に
つ
い
て
、
し
尿
管
理
シ
ス
テ

ム
が
、
国
庫
補
助
の
対
象
と
な

る
シ
ス
テ
ム
標
準
化
対
象
業
務

に
含
ま
れ
て
い
な
い
理
由
は
何

か
尋
ね
ま
し
た
。
　

　
所
管
課
か
ら
は
、
も
と
も
と

取
り
扱
っ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
事

業
者
が
か
な
り
少
な
く
、
Ｓ
Ｅ

が
単
独
で
直
方
仕
様
に
開
発
を

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
庫
補
助
の
対
象
に
は
な
ら
な

い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
シ
ス
テ
ム
標
準

化
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
医
療
費

な
ど
様
々
な
軽
減
策
を
実
施
し

て
い
る
地
方
単
独
事
業
に
対
応

で
き
な
い
、
ま
た
は
使
え
な
い

の
で
は
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
尋

ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
給
付
金
等

の
個
別
案
件
に
つ
い
て
は
別
途

シ
ス
テ
ム
開
発
と
い
う
形
に
な

り
、
国
は
デ
ー
タ
連
携
要
件
の

統
一
し
た
仕
様
を
示
し
て
い
る

た
め
、
標
準
化
シ
ス
テ
ム
に
適

合
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
対

応
で
き
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
国
は
シ
ス
テ
ム
標
準

化
の
移
行
期
限
を
令
和
７
年
度

末
ま
で
と
し
て
い
る
が
、
現
状

で
は
間
に
合
う
の
か
尋
ね
ま
し

た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
今
の
と
こ

ろ
シ
ス
テ
ム
事
業
者
か
ら
は
令

和
７
年
10
月
に
は
稼
働
で
き
る

と
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
電
算
シ
ス
テ

ム
改
修
委
託
料
に
お
け
る
地
方

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化

に
つ
い
て
は
、
地
方
単
独
事
業

が
危
ぶ
ま
れ
る
と
い
う
中
、
国

は
全
自
治
体
の
基
幹
業
務
シ
ス

テ
ム
を
令
和
７
年
度
末
ま
で
に

移
行
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
多

額
の
予
算
を
基
に
実
施
し
て
い

る
。
デ
ジ
タ
ル
庁
は
自
治
体
の

独
自
施
策
の
運
用
方
法
も
示
し

て
い
る
も
の
の
、
知
事
会
等
の

地
方
団
体
か
ら
は
行
政
事
務
に

裁
量
の
余
地
が
な
く
な
る
懸
念

が
あ
る
と
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
ま
た
個
人
情
報
保
護
条
例

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
既
存
の

シ
ス
テ
ム
を
一
旦
リ
セ
ッ
ト
し
、

国
の
シ
ス
テ
ム
に
は
め
る
よ
う

な
や
り
方
は
、
利
便
性
の
向
上

と
い
う
側
面
も
あ
る
も
の
の
慎

む
べ
き
で
あ
り
、
現
状
の
シ
ス

テ
ム
で
も
十
分
地
方
自
治
体
と

し
て
の
業
務
も
可
能
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
財
源
に
つ
い
て
も
、

今
後
多
額
の
改
修
費
が
必
要
と

な
る
中
で
、
裏
付
け
と
な
る
国

の
補
助
金
も
ど
う
な
る
か
不
透

明
で
あ
り
、
期
限
内
に
間
に
合

う
か
ど
う
か
も
含
め
、
大
変
無

理
の
あ
る
シ
ス
テ
ム
標
準
化
へ

の
移
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
賛
同

で
き
な
い
と
の
反
対
討
論
が
行

わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

直
方
市
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
評
価
委

員
会
条
例
に
つ
い
て

　
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て
、

外
部
委
員
が
入
ら
ず
職
員
の
み

で
構
成
さ
れ
る
場
合
は
ど
の
よ

う
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
か
尋
ね

ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
市
職
員
が

事
業
内
容
を
評
価
で
き
る
場
合

に
つ
い
て
は
、
職
員
の
み
に
よ

る
構
成
を
考
え
て
い
る
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
に
つ
い
て
は
、
審
議
の
経
過

や
具
体
的
な
内
容
ま
で
問
わ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
、
か
な
り
慎

重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
適
し
て
い
る

か
ど
う
か
の
判
断
は
ど
う
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
尋
ね

ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
基
本
は
一

般
競
争
入
札
が
原
則
で
あ
り
、

価
格
の
み
の
一
般
競
争
入
札
に

適
さ
な
い
業
務
に
つ
い
て
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
が
適
用
で
き
る
と
考

え
る
。
現
在
、
直
方
市
競
争
入

札
等
参
加
者
選
考
委
員
会
と
い

う
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
適
用
可
否

総
務
常
任
委
員
会

委員会の報告
　６月 25 日に開催され付託された議案について審査した主な内容です。

総 務 常 任 委 員 会

産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

総 務 常 任 委 員 会

産業建設常任委員会

教育民生常任委員会



5
のおがた議会だより

直
方
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
今
回
の
改
正
の
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
市
営
住
宅

の
入
居
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
同
居
親
族
が
い
る
こ
と
が

入
居
要
件
と
さ
れ
て
い
る
が
、

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
配
偶
者

等
か
ら
の
暴
力
の
被
害
を
受
け

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
当
該

要
件
の
適
用
除
外
と
な
る
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
緊
急

避
難
を
求
め
た
場
合
、
対
応
す

る
空
き
室
の
ス
ト
ッ
ク
は
用
意

し
て
い
る
の
か
と
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
現
時
点
で

は
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
緊
急
避
難
の

た
め
の
空
き
室
の
ス
ト
ッ
ク
は

用
意
し
て
い
な
い
が
、「
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」

の
担
当
で
あ
る
男
女
共
同
参
画

推
進
係
や
関
係
各
課
と
連
携
し
、

ス
ト
ッ
ク
の
必
要
性
も
含
め
検

討
を
行
う
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　
委
員
会
か
ら
は
、
Ｄ
Ｖ
被
害

者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
空

き
室
の
ス
ト
ッ
ク
な
ど
、
緊
急

的
な
受
入
れ
の
方
策
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
よ
う
要
望
し
ま
し

た
。

　
採
決
の
結
果
、
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
上
老
良
・
我
孫
子
線

道
路
改
良
工
事
）

　
当
初
契
約
と
比
べ
大
幅
な
増

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
増
額
と

な
っ
た
要
因
は
何
な
の
か
と
尋

ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
増
額
の
要

因
と
し
て
は
、
警
察
協
議
に
よ

り
、
夜
間
工
事
の
な
い
日
に
お

い
て
も
交
通
誘
導
員
を
24
時
間

配
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
、

ま
た
バ
ス
事
業
者
と
の
協
議
に

よ
り
、
迂
回
運
行
で
は
な
く
、

現
況
の
路
線
運
行
を
維
持
す
る

こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
バ

ス
出
入
口
の
変
更
に
よ
る
誘
導

個
所
の
増
に
加
え
、
片
側
車
線

規
制
、
銀
行
等
の
利
用
客
の
安

全
性
を
考
慮
し
、
大
幅
に
交
通

誘
導
員
を
増
員
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
ま
た
、
労
務
単
価
、
資

材
の
変
動
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
ス

ラ
イ
ド
の
対
応
等
を
併
せ
て
設

令
和
６
年
度
直
方
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
う
ち

所
管
分
に
つ
い
て

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
に
つ
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
の

配
送
方
法
が
こ
れ
ま
で
の
集
団

接
種
と
ど
う
か
わ
る
の
か
と
尋

ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
集
団
接
種

（
特
例
接
種
）
は
国
が
一
括
し
て

ワ
ク
チ
ン
を
買
い
上
げ
自
治
体

に
配
布
し
て
い
た
が
、
今
回
か

ら
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
定
期
接
種
と
同
様
に
、
自
治

体
を
介
さ
ず
に
医
療
機
関
が
直

接
調
達
す
る
流
れ
と
な
る
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
指
導
費
に
つ
い

て
、「
早
期
ア
プ
ロ
ー
チ
を
重
視

し
た
不
登
校
対
策
校
内
支
援
充

実
事
業
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
県
の
事
業

で
あ
り
、
選
定
し
た
市
内
小
学

校
１
校
に
不
登
校
児
童
支
援
員

を
配
置
し
、
学
習
支
援
・
教
育

相
談
・
校
内
連
携
を
行
う
場
所

を
作
り
、
不
登
校
率
の
減
少
に

つ
な
げ
て
い
く
事
業
で
あ
る
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
不
登
校
の
数
は
中
学

産
業
建
設
常
任
委
員
会

計
変
更
を
行
っ
て
い
る
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
変
更
の
事
象
が
発
生

し
た
時
点
で
、
臨
時
議
会
を
開

催
し
承
認
を
求
め
る
べ
き
で
は

な
か
っ
た
の
か
と
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
雨
量
が
多

く
な
る
出
水
期
ま
で
に
居
立
川

の
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
敷
設

工
事
を
完
成
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
、
工
事
中
断
に
よ
る
遅
延
を

避
け
る
た
め
、
ま
た
、
崩
落
の

可
能
性
の
あ
る
路
線
バ
ス
出
入

口
部
分
の
完
成
が
急
務
で
あ
っ

た
た
め
、
工
事
の
完
了
を
最
優

先
に
考
え
、
国
土
交
通
省
の
設

計
変
更
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
、
変
更
指
示
書
に
て
指
示
を

行
い
、
工
事
を
継
続
し
た
ま
ま
、

変
更
仮
契
約
を
行
い
、
今
定
例

会
で
追
加
提
案
を
行
っ
た
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
か
ら
は
、
本
来
、
設

計
変
更
に
当
た
っ
て
は
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
一
定
の
ル
ー
ル
の

基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
設

計
変
更
を
行
う
際
は
、
そ
の
ル

ー
ル
か
ら
逸
脱
し
た
取
り
扱
い

を
行
う
こ
と
が
な
い
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

校
の
ほ
う
が
多
い
の
に
、
な
ぜ

小
学
校
で
の
実
施
な
の
か
と
尋

ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
本
事
業
で

は
小
学
校
の
段
階
で
早
期
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
目
的
で

あ
る
た
め
、
小
学
校
に
限
定
さ

れ
て
い
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　
次
に
修
繕
料
に
つ
い
て
、
直

方
歳
時
館
の
修
繕
料
は
令
和
５

年
12
月
定
例
会
に
補
正
予
算
と

し
て
計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
な

ぜ
再
度
今
定
例
会
に
補
正
予
算

と
し
て
計
上
す
る
の
か
と
尋
ね

ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
昨
年
度
は

補
助
金
の
申
請
を
行
い
、
採
択

さ
れ
た
場
合
は
年
度
内
に
着
手

す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
補
助

金
が
不
採
択
と
な
っ
た
た
め
に

事
業
を
行
わ
な
か
っ
た
。
結
果

が
判
明
し
た
の
が
令
和
６
年
１

月
下
旬
で
あ
り
、
当
初
予
算
の

計
上
に
間
に
合
わ
ず
、
や
む
な

く
補
正
で
の
対
応
と
な
っ
た
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
か
ら
は
、
文
化
財
の

修
繕
等
は
緊
急
を
要
す
る
も
の

で
あ
る
た
め
、
手
遅
れ
に
な
ら

な
い
よ
う
補
助
金
の
採
択
結
果

に
関
わ
ら
ず
早
期
に
着
手
す
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

教
育
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